


 子供の人格形成における遊びの占める割合は大きいとされているが、DMP 患

者はその身体的障害故に非常に狭い生活空間を余儀なくされている。従って、

彼らの遊びも屋外での遊びが容易にできない、既製遊具は使用不可能なものが

多い等、多大の制約を受けている。ところが彼らは彼らなりの条件下で遊んで

いると思われる。そこで、今回は遊びの実態をアンケート及びソシオメトリッ

クテストを用い調査することによって、今後の生活指導の一助とする。


